


黄
節
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
五
）、
字
は
玉
昆
、
ま
た
は
晦
聞
、
号
は
純
熙
。
広
東
順
徳
の
人
。
辛
亥
革
命
期
に
活
躍
し
た
学
者
の
一

人
で
あ
り
、
鄧
実
ら
と
共
に
『
国
粋
学
報
』
を
創
刊
し
た
。
ま
た
柳
亜
子
・
葉
楚
傖
ら
革
命
文
士
と
共
に
「
南
社
」
を
結
成
し
、
詩
文

に
よ
っ
て
革
命
を
鼓
吹
し
た
。
一
九
一
七
年
に
北
京
大
学
教
授
と
し
て
中
国
詩
学
を
講
じ
、
清
華
大
学
に
も
出
講
し
た
。
そ
の
後
一
九

二
八
年
に
広
東
教
育
庁
長
を
務
め
、
一
九
二
九
年
、
北
京
大
学
教
授
に
復
帰
し
た
。
著
書
に
『
漢
魏
楽
府
風
箋
』『
魏
武
帝
魏
文
帝
詩

注
』『
曹
子
建
詩
注
』『
阮
歩
兵
詠
懐
詩
注
』『
謝
康
楽
詩
注
』
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
詩
集
『
蒹
葭
楼
詩
』
二
巻
が
あ
る
。

顧
炎
武
（
一
六
一
三
〜
一
六
八
二
）、
字
は
寧
人
、
号
は
亭
林
、
江
蘇
崑
山
の
人
。
清
朝
考
証
学
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
六
四
四

年
の
明
滅
亡
後
、
清
朝
に
帰
順
せ
ず
、
明
の
遺
臣
と
し
て
の
生
涯
を
貫
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
詩
集
『
亭
林
詩
集
』
五
巻
に
は
明
滅

亡
以
降
の
作
品
四
百
二
十
六
首
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
清
末
の
徐
嘉
の
注
釈
『
顧
亭
林
先
生
詩
箋
注
』
十
七
巻
が
あ
り
、
民
国
初
期
に

は
、
革
命
派
の
詩
人
た
ち
が
そ
の
詩
を
称
賛
し（

１
）、
晩
年
の
黄
節
も
愛
読
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

２
）。

目
加
田
誠
所
蔵
の
「
顧
亭
林
詩
」
の
講
義
プ
リ
ン
ト
は
計
三
十
枚
、
そ
の
中
に
詩
三
十
首
を
収
録
。『
亭
林
詩
集
』
の
順
序
に
従
い
、

黄
節
が
独
自
に
取
捨
選
択
し
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。
各
詩
に
は
原
注
や
徐
嘉
注
の
引
用
、
顧
炎
武
の
門
人
で
あ
る
潘
耒
の
原
鈔
本
の
異

同
に
つ
い
て
の
言
及
に
加
え
、
黄
節
に
よ
る
補
注
や
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
一
首
「
大
行
哀
詩
」
の
評
に
お
い
て
は
、
黄
節
が

師
事
し
て
い
た
簡
朝
亮
の
言
葉
を
引
い
て
「
嗚
呼
、
天
下
豈
に
国
亡
び
て
学
亡
ぶ
者
有
ら
ざ
ら
ん
や
。（
嗚
呼
、
天
下
豈
不
有
國
亡
而
學

亡
者
哉
。）」
と
言
う
。
こ
れ
は
顧
炎
武
が
『
日
知
録
』
巻
十
三
「
正
始（
３
）」
に
お
い
て
「
亡
国
有
り
て
、
亡
天
下
有
り
。（
有
亡
國
、
有
亡

天
下
。）」
と
提
起
し
、
国
家
の
滅
亡
に
は
、
国
号
が
改
ま
る
と
い
う
外
面
的
な
変
化
（
亡
國
）
と
、
風
俗
や
倫
理
感
と
い
っ
た
内
面
的

木

村

淳

美

目
加
田
誠
旧
蔵
一
九
三
四
年
大
学
講
義
プ
リ
ン
ト
　（
三
）
黄
節
篇

 

―
（
三
）
黄
節
篇
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（
4
）  

例
え
ば
『
国
粋
学
報
』
第
一
期
「
国
粋
学
報
叙
」（
国
粋
学
報
館
、
一
九
〇
五
年
）
に
お
い
て
、「
吾
が
中
国
に
国
す
る
者
は
外
族
専
制

の
国
に
し
て
、
吾
が
民
族
の
国
に
非
ざ
る
な
り
。
吾
が
中
国
に
学
ぶ
者
は
外
族
専
制
の
学
に
し
て
、
吾
が
民
族
の
学
に
非
ざ
る
な
り
。
吾

の
国
の
学
の
亡
ぶ
る
や
殆
ど
久
し
い
か
な
。（
國
於
吾
國
者
外
族
專
制
之
國
、
而
非
吾
民
族
之
國
也
。
學
於
吾
中
國
者
外
族
專
制
之
學
、
而

非
吾
民
族
之
學
也
。
而
吾
之
國
之
學
之
亡
也
、
殆
久
矣
乎
。）」
と
述
べ
る
。

（
5
）  

『
日
知
録
』
巻
二
十
一
「
作
詩
之
旨
」
の
冒
頭
に
「
舜
曰
く
、
詩
は
志
を
言
う
。
此
れ
詩
の
本
な
り
。（
舜
曰
、
詩
言
志
。
此
詩
之
本

也
。）」
と
あ
る
。

（
6
）  

『
日
知
録
』
巻
二
十
一
「
詩
体
代
降
」
に
お
い
て
、「
詩
文
の
代
々
変
ず
る
所
以
は
、
変
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
者
有
れ
ば
な
り
。
…
…
故
に

似
ざ
れ
ば
則
ち
詩
た
る
所
以
を
失
ひ
、
似
れ
ば
則
ち
其
の
我
た
る
所
以
を
失
ふ
。（
詩
文
之
所
以
代
變
、
有
不
得
不
變
者
。
…
…
故
不
似
則

失
其
所
以
爲
詩
、
似
則
失
其
所
以
爲
我
。）」
と
い
う
。

（
7
）  

『
随
想
　
秋
か
ら
冬
へ
』（
龍
溪
書
舎
、
一
九
七
九
年
）
に
、「
当
時
北
京
大
学
に
は
黄
節
先
生
が
い
て
、
顧
炎
武
の
詩
の
講
義
を
し
て
い

た
。」
と
見
え
る
ほ
か
、『
中
国
文
学
論
考
』（『
目
加
田
誠
著
作
集
』
第
四
巻
、
龍
溪
書
舎
、
一
九
八
五
年
）
中
の
「
論
文
集
の
あ
と
に
」

に
お
い
て
「
北
京
大
学
で
は
、
黄
節
氏
の
顧
炎
武
の
詩
の
講
義
」
を
聞
い
た
と
あ
る
。

（
8
）  

橋
川
時
雄
『
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
』（
中
華
法
令
編
印
舘
、
一
九
四
〇
年
／
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二
年
復
刊
）
に
「
曹
父
子
詩
及
び

顧
亭
林
詩
に
対
し
箋
注
を
作
っ
た
が
未
定
稿
で
あ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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